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学 位 論 文 内 容 の 要 旨  














































学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 審査委員並びに公聴会出席者から，本論文に関して，予測に用いる状態量として位置の
二階後退差分である加速度を用いた理由，回避を行う際に考えられる不測の状況や位置情
報の具体的な取得方法等について，種々の質問がなされた．いずれについても申請者本人
により適切な回答がなされた． 
以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査し
た結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
